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TOPICS

―
温
故
知
新
―

「
秦
野
の
１
０
０
年
企
業
」イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
特
集

　
当
所
で
は
、
地
域
経
済
の
発
展

に
長
年
貢
献
さ
れ
て
き
た
創
業
１

０
０
年
以
上
の
老
舗
企
業
を
会
員

の
皆
さ
ま
に
ご
紹
介
す
る
事
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
長
く
続
く
企
業
に
は
、
時
代
の

変
化
を
乗
り
越
え
て
き
た
確
か
な

理
念
や
地
域
と
の
つ
な
が
り
が
あ

り
ま
す
。
そ
の
歩
み
や
エ
ピ
ソ
ー

ド
を
通
じ
て
、「
持
続
す
る
企
業
経

営
の
ヒ
ン
ト
」を
感
じ
取
っ
て
い

た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　
ま
た
、
取
材
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
企
業
は
、
11
月
12
日
の
会
員
交

流
会
に
て
表
彰
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
共
に
そ
の
歴
史
と
功
績
を
讃

え
ま
し
ょ
う
。

100年企業には100年企業には
記念の盾が贈られる記念の盾が贈られる

　
秦
野
駅
近
く
、
か
つ
て
「
秦
野

葉
タ
バ
コ
専
売
所
」の
正
門
に
ほ

ど
近
い
こ
の
地
で
、
明
治
38
年
に

創
業
し
た
「
根
倉
た
た
み
店
」は
、

今
年
で
創
業
１
２
０
年
を
迎
え
る

老
舗
の
畳
店
。
現
在
は
四
代
目
が

そ
の
技
と
信
頼
を
受
け
継
ぎ
、
地

域
の
暮
ら
し
に
寄
り
添
う
仕
事
を

続
け
て
い
ま
す
。

　
初
代
は
畳
職
人
で
あ
り
な
が
ら
、

商
人
と
し
て
の
感
覚
も
併
せ
持
つ
、

先
見
の
明
あ
る
人
物
で
し
た
。
当

時
は
自
宅
で
法
事
や
慶
事
を
行
う

こ
と
が
多
く
、
和
室
の
客
間
を
広

く
構
え
る
家
が
主
流
。
そ
の
た
め

畳
の
表
替
え
や
入
れ
替
え
、
骨
組

み
か
ら
の
施
工
依
頼
が
多
く
、
繁

忙
を
極
め
た
と
い
い
ま
す
。

　
ま
た
当
時
の
秦
野
で
は
、
畳
表

を
商
店
な
ど
で
購
入
し
、
職
人
に

持
ち
込
む
の
が
一
般
的
で
し
た
。

そ
う
し
た
中
、
初
代
は
「
１
か
所

で
す
べ
て
完
結
で
き
る
」仕
組
み

を
い
ち
早
く
確
立
。
製
造
か
ら
販

売
ま
で
を
自
社
で
一
貫
し
て
行
う

体
制
を
整
え
ま
し
た
。

　
こ
の
〝
職
人
＋
商
人
〟の
精
神

こ
そ
が
、
同
店
の
礎
と
な
り
、
今

日
ま
で
続
く
地
域
密
着
の
経
営
ス

タ
イ
ル
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　
二
代
目
の
早
逝
に
よ
り
、
修
行

中
で
あ
っ
た
三
代
目（
現
代
表
の

父
）が
若
く
し
て
家
業
を
継
ぎ
、

畳
の
品
質
向
上
や
施
工
技
術
の
習

得
に
力
を
注
ぎ
ま
し
た
。
昭
和
か

ら
平
成
に
か
け
て
は
住
宅
様
式
の

変
化
や
核
家
族
化
が
進
み
、
畳
需

要
が
減
少
。
厳
し
い
時
代
の
中
で

も
、
三
代
目
は
職
人
気
質
と
し
て

地
道
に
仕
事
を
重
ね
、
誠
実
な
姿

勢
で
地
域
の
信
頼
を
築
き
、
看
板

を
下
ろ
す
こ
と
な
く
家
族
と
共
に

家
業
を
守
り
続
け
ま
し
た
。

　
や
が
て
四
代
目
を
後
継
と
定
め
、

自
ら
の
判
断
で
外
へ
修
行
に
出
し
、

職
人
と
し
て
の
心
構
え
と
技
を
磨

か
せ
ま
す
。
修
行
を
終
え
た
四
代

目
は
、父
の
志
を
受
け
継
ぎ
つ
つ
、

職
人
の
技
に
加
え
て
市
民
に
歩
み

寄
る
姿
勢
を
打
ち
出
し
、
地
域
と

の
新
た
な
関
係
づ
く
り
に
挑
戦
し

て
い
ま
す
。

　
現
在
は
、
自
己
研
鑽
と
し
て
若

手
経
営
者
の
勉
強
会
「
あ
き
ん
ど

育
成
会
」に
参
加
し
、
言
葉
遣
い

や
接
客
姿
勢
を
学
び
、「
お
客
様
に

寄
り
添
う
職
人
」を
実
践
。
地
域

イ
ベ
ン
ト
や
講
座
に
も
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
特
に
人
気
の「
お
役
立
て
講
座
・

ミ
ニ
畳
づ
く
り
」は
、
15
年
以
上

明治38年創業 　根倉たたみ店
「い草の香りと共に、地域の暮らしを支えて120年」

四代目　
根倉　安史 氏

初代・根倉秋蔵氏の取引内容が記された
「趣意書」と「引合帳」。職人と商人、両方
の顔を持つ初代の姿を伝える貴重な資料
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続
く
恒
例
企
画
。
今
で
は
た
ば
こ

祭
の
２
日
間
で
１
４
０
人
以
上
が

参
加
し
、
畳
文
化
の
魅
力
を
次
世

代
に
伝
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
13
年
前
か
ら
は
毎
月
19

日
を
「
い
ぐ
さ
の
日
」と
銘
打
ち
、

店
舗
前
で
畳
小
物
を
販
売
。
地
域

住
民
と
の
交
流
を
深
め
、
畳
の
魅

力
を
発
信
し
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
業
種
組
合
や
地
域
の

祭
り
に
も
積
極
的
に
参
加
し
、
地

域
社
会
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に

し
て
い
ま
す
。
口
コ
ミ
で
評
判
が

広
が
り
、
今
で
は
寺
院
の
畳
替
え

や
建
設
業
か
ら
の
受
注
な
ど
、
幅

広
い
信
頼
を
得
て
い
ま
す
。

　「
確
か
な
仕
事
を
、
誠
実
に
積

み
重
ね
る
」。

　
そ
れ
が
、
１
２
０
年
に
わ
た
り

受
け
継
が
れ
て
き
た
根
倉
た
た
み

店
の
信
条
で
す
。
職
人
の
技
と
商

人
の
心
を
胸
に
、
い
草
の
香
り
と

と
も
に
、
こ
れ
か
ら
も
地
域
の
暮

ら
し
を
支
え
続
け
て
い
き
ま
す
。

　
秦
野
駅
近
く
、
県

道
７
０
５
号
を
北
へ

向
か
う
道
す
が
ら
。

か
つ
て「
秦
野
葉
タ
バ

コ
専
売
所
」の
南
側
と

し
て
に
ぎ
わ
っ
た
こ

の
地
で
、
大
正
14
年

に
創
業
し
た「
片
野

青
果
店
」は
、
今
年
で
創
業
１
０
１

年
を
迎
え
る
老
舗
の
青
果
店
で
す
。

　
現
在
は
三
代
目
の
昭
一
さ
ん
が
、

地
域
に
根
ざ
し
た
〝
ま
ち
の
八
百

屋
さ
ん
〟と
し
て
店
を
切
り
盛
り
し

て
い
ま
す
。

　
店
頭
に
は
、
市
場
で
そ
の
日
の

朝
に
仕
入
れ
た
ば
か
り
の
新
鮮
な

野
菜
や
果
物
が
ず
ら
り
。
仕
入
れ

は
す
べ
て
ベ
テ
ラ
ン
ス
タ
ッ
フ
が

目
利
き
を
し
て
行
っ
て
お
り
、
鮮

度
と
品
質
に
は
定
評
が
あ
り
ま
す
。

地
元
産
を
は
じ
め
全
国
各
地
の
旬

の
野
菜
が
並
び
、
中
に
は
午
前
中

で
売
り
切
れ
て
し
ま
う
人
気
の
品

も
。

　
ま
た
、
果
物
や
調
味
料
な
ど
も

取
り
扱
っ
て
お
り
、
日
々
の
食
卓
に

必
要
な
も
の
は
ほ
と
ん
ど
そ
ろ
う
、

地
域
の
頼
れ
る
存
在
で
す
。

　
店
頭
販
売
だ
け
で
な
く
、
近
隣

の
教
育
機
関
や
介
護
施
設
な
ど
へ

の
配
達
に
も
対
応
し
て
お
り
、
長

旬の野菜を届け続けて100年！ 

地域に愛される八百屋「片野青果店」

年
の
信
頼
関
係
を
築
い
て
き
ま
し

た
。

　
お
店
に
は
老
若
男
女
問
わ
ず
幅

広
い
世
代
の
方
が
訪
れ
、
時
に
は

あ
い
さ
つ
だ
け
を
し
に
来
る
ご
近

所
の
方
の
姿
も
見
ら
れ
ま
す
。
常

連
客
の
中
に
は
一
人
暮
ら
し
の
高

齢
者
も
多
く
、「
一
人
で
は
食
べ
き

れ
な
い
」「
調
理
が
大
変
」と
い
っ
た

声
に
も
応
え
、
必
要
に
応
じ
て
野

菜
を
カ
ッ
ト
す
る
な
ど
臨
機
応
変

な
対
応
を
し
て
く
れ
ま
す
。
そ
ん

な
心
の
通
っ
た
接
客
も
、
長
く
愛

さ
れ
て
き
た
理
由
の
ひ
と
つ
で
す
。

　
旬
の
味
覚
を
楽
し
み
た
い
方
は
、

ぜ
ひ「
片
野
青
果
店
」へ
。

　
店
頭
で
は
、
い
つ
も
笑
顔
の
片

野
さ
ん
が『〝
ま
ご
こ
ろ
〟と
〝
季
節

の
恵
み
〟』を
届
け
て
く
れ
ま
す
。

　
９
月
18
日（
木
）開
催
の
日
本
商

工
会
議
所
　
第
１
４
１
回
通
常
会

員
総
会
に
お
い
て
永
年
勤
続
表
彰

（
30
年
・
20
年
）を
受
賞
。
受
賞
者

は
次
の
通
り
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

日
本
商
工
会
議
所

役
員
議
員
永
年
勤
続
表
彰

30
年

石
井
　
時
明
氏

富
士
見
斎
場
㈱

20
年

橋
本
　
富
枝
氏

㈱
新
米
屋橋本

商
店

三代目　片野　昭一 氏

文化通りの旧店舗で店を構える
初代・片野松五郎氏の姿
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秦
野
市
最
大
の
観
光
イ
ベ
ン
ト

「
秦
野
た
ば
こ
祭
」が
９
月
27
日

（
土
）・
28
日（
日
）に
開
催
さ
れ
、

昨
年
を
１
万
４
０
０
０
人
上
回
る

36
万
９
０
０
０
人
を
超
え
る
来
場

が
あ
っ
た
。

　
当
所
観
光
飲
食
部
会
で
は
、
上

宿
駐
車
場
を
主
会
場
と
し
て
設
置

さ
れ
た「
名
水
ジ
ビ
エ
パ
ー
ク
」に

て
、
秦
野
産
ジ
ビ
エ
を
使
っ
た
料
理

を
販
売
す
る
ブ
ー
ス
を
出
店
。
あ

わ
せ
て
、
ジ
ビ
エ
に
関
す
る
消
費

者
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
10
代

～
70
代
の
59
人
か
ら
回
答
を
得
た
。

　
ブ
ー
ス
に
立
ち
寄
っ
た
動
機
に

つ
い
て
は「
ジ
ビ
エ
を
食
べ
て
み
た

か
っ
た
」が
42
人
で
最
も
多
く
、
ジ

ビ
エ
の
認
知
度
が
高
ま
り
、
実
際

に
食
べ
て
み
た
い
と
い
う
方
が
増

え
た
こ
と
が
伺
え
る
。

　
ま
た
、
ジ
ビ
エ
を

「
食
べ
た
こ
と
が
あ

る
」と
答
え
た
の
は

47
人
で
、全
員
が「
再

度
食
べ
て
み
た
い
」

と
回
答
し
た
。

　
ジ
ビ
エ
普
及
の
た

め
に
必
要
な
こ
と
を

聞
い
た
と
こ
ろ
、「
リ 

ー
ズ
ナ
ブ
ル
な
価
格

で
提
供
す
る
」40
人
、

「
取
り
扱
っ
て

い
る
店
舗
一
覧

の
作
成・周
知
」

37
人
、「
料
理

の
種
類
を
増
や

す
」26
人
、「
ヘ

ル
シ
ー
さ
な
ど

に
つ
い
て
の
宣

伝
」が
22
人
と
い
っ
た
意
見
が
多
く

寄
せ
ら
れ
た
。

　
ど
の
よ
う
な
企
画
が
あ
れ
ば
参

加
し
た
い
か
と
い
う
質
問
に
は「
ジ

ビ
エ
の
食
べ
比
べ
」が
54
人
で
最
も

多
く
、
次
い
で「
ジ
ビ
エ
メ
イ
ン
の

イ
ベ
ン
ト
」が
27
人
と
な
っ
た
。

　
自
由
記
述
欄
で
も「
ジ
ビ
エ
パ
ー

ク
の
今
後
の
開
催
を
期
待
す
る
」

「
新
し
い
イ
ベ
ン
ト
を
楽
し
み
に
し

て
い
る
」と
い
っ
た
前
向
き
な
意
見

が
寄
せ
ら
れ
、
ジ
ビ
エ
が
以
前
よ

り
浸
透
し
て
き
て
い
る
こ
と
が
わ

か
る
。

　
観
光
飲
食
部
会
で
は
ア
ン
ケ
ー

ト
結
果
を
今
後
の
施
策
に
生
か
し

て
い
き
た
い
と
話
し
て
い
る
。

「また食べたい！」100％ジビエ、秦野に根づく
第78回秦野たばこ祭　ジビエ消費者アンケート

　当所では、　　　　　　に第６回会員交流会を開
催します。新たな出会いや異業種間の情報交換が図れ
る絶好の機会として、皆様お誘い合わせの上、ぜひご
参加ください。

詳細・お申込は
こちらから

（締切：10/24）

ぜひご参加ください！ぜひご参加ください！

秦野商工会議所 会員交流会秦野商工会議所 会員交流会

豪華賞品が当たる！
大抽選会もあります

11月12日（水）

株式会社タイミー×秦野商工会議所
連携協定を締結

相互の連携を強化し、多様な担い手の確保を通じて経済活性化を推進
　
令
和
７
年
９
月
25
日（
木
）、
株

式
会
社
タ
イ
ミ
ー
と
の
連
携
協
定

締
結
式
が
開
催
さ
れ
た
。

　
冒
頭
、
株
式
会
社
タ
イ
ミ
ー
社

長
室（
直
轄
部
門
）と
し
て
、
全
国

の
商
工
会
議
所
な
ど
の
地
域
団
体

と
の
連
携
を
担
当
し
て
い
る
、
葛

西
伸
也
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
は「
当
社
は

創
業
８
年
の
若
い
企
業
で
す
が
、

ス
キ
マ
バ
イ
ト
サ
ー
ビ
ス
で
は
国

内
最
大
の
利
用
実
績
を
有
し
て
い

ま
す
。
秦
野
市
は
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン

的
な
要
素
も
あ
り
、
主
婦
層
・
シ

ニ
ア
層
・
学
生
な
ど
、
多
様
な
層

が
居
住
す
る
地
域
で
あ
り
、
非
常

に
相
性
が
良
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
」と
挨
拶
。

　
同
協
定
は
、
秦
野
市
内
の
企
業

が
抱
え
る
人
手
不
足
の
解
消
を
目

的
と
し
た
も
の
。
今
後
、
具
体
的

な
セ
ミ
ナ
ー
開
催
や
Ｐ
Ｒ
活
動
を

通
じ
て
、
恒
常
的
な
人
材
不
足
対

策
を
支
援
し
て
い
く
。
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【営業時間】10：00～18：00 
【定 休 日】月曜日・火曜日（祝祭日は営業）
☎︎ 0463-38-5894
※�詳細は、はだのCCIナビやInstagramをご確認ください。

ハッピーバード
秦野市曽屋687-56-102
代表　大河内 尚子 氏

『珈琲と軽食のある小さな喫茶店』

〈 Part 474 〉

　今回は、カルチャーパークの川向に昨年オープン
し、この10月で開業一周年を迎える喫茶店「ハッピー
バード」（代表　大河内 尚子 氏）をご紹介します。
　同氏は長年、人の心に寄り添う仕事に携わってい
たが、心機一転「喫茶店をやりたい」という思いがめ
ばえ、退職後カフェスクールで学び、開業に向け経験
を積んだ。念願の店舗は、姉が住む秦野の豊かな自
然環境に魅了され現在地にオープンした。店名は、他
界した母親との思い出を胸に、幸せにしている二羽
の小鳥をイメージして名付けられた。
　店内は、入口横のステンドグラスの窓から差し込
む光で柔らかく包まれ、白壁には小鳥の絵画が飾ら
れ、木のぬくもりを感じる落ち着いた雰囲気。二人掛
けテーブル３セットとカウンター８席があり、同氏
が選曲したBGMが流れる中、お一人様からご家族、
ご友人同士と、思い思いゆったりとした時間を過ご
されている。また、貸し切りも出来、多様なシーンで
の利用が可能とのこと。
　自慢のコーヒーは、最上位のスペシャルティコー
ヒー豆100％を使用。「昔の純喫茶のような雰囲気の
中でコーヒーを出したい」とのこだわりから、主にハ
ンドドリップ式で提供され、季節ごとに豆の仕入れ
を変える工夫で、常連客を飽きさせない。
　軽食では、手作りの薄味ホワイトソースを使い、お
客様自身が好みに味を調える「クロックムッシュ」
が一番人気だ。また、コーヒーと厳選小豆の手作り餡
子を組み合わせたユニークな「コーヒーゼリーぜん
ざい」は常連客に好評を得ている。
　開業一周年を迎えるにあたり「“カフェ”ではなく、
あえて“喫茶店”にこだわり、お客様にとって居心地
の良い、家庭でも職場でもない第三の居場所として
選び続けてもらえるよう日々精進して行きたい」と
語るその素敵な笑顔からは、店づくりに対する強い
信念を感じた。

【Instagram】

コーヒーゼリーぜんざい

クロックムッシュ
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新 入 会 員 紹 介
（順不同・敬称略）

代表者等変更事業所
（順不同・敬称略）

水戸証券㈱秦野支店
支店長　松浦　真也　→　小宮　宏治

関野塗装
関野　拓也　秦野市落合
塗装工事業

㈱イズミリフォーム
松田　真由美　秦野市上大槻
建設業

㈱いこい IKOICaffé Dining
野口　俊明　秦野市鶴巻北
カフェ・ダイニング
鶴巻温泉駅徒歩３分、昼ランチ＆夜ダイニング。地域に愛
される憩いの場を目指し６月オープン。

①名水百選「秦野盆地湧水群」

秦野名水名人講

②秦野名水の歴史と取組み

秦野市環境共生課

①秦野盆地の地形と成り立ち
平塚市博物館 野崎 篤 学芸員

雄次

②秦野盆地の地下水流動の特徴
神奈川県温泉地学研究所

宮下 所長

③秦野市の土壌・地下水汚染対策と

横浜国立大学大学院
浄化事業

小林 剛 教授
④秦野名水
－地下水ガバナンスの視点から
大阪公立大学大学院

遠藤 崇浩 教授
⑤ホットケない！源流域の淡水魚
～湧き水が育むホトケドジョウ～
かながわ淡水魚復元研究会

勝呂 尚之 会長

テーマ「名水というのには訳がある」
コーディネーター小林剛

（横浜国立大学大学院教授）

パネリスト 加藤修平 南足柄市長

湯川裕司 山北町長

宮下雄次
（神奈川県温泉地学研究所長）

立石純子
（はだのブランドアンバサダー）

高橋昌和 秦野市長　「名水というのには訳がある」をテー
マに、丹沢の地形や地質、地下水を守る
取組みなど、様々な分野の専門家たちに
よる各15分間の講演を行います。

名水紹介
13：35～14：00

はだのブランド
アンバサダー
立石 純子

基調講演
14：10～15：45

パネルディスカッション
15：55～16：50

2025

11/8 土
名水シンポジウム
～名水というのには訳がある～

時 間

会 場

12：50～17：00
メタックス体育館はだの
メインアリーナ

開場12：30

神奈川県秦野市平沢101-1

展示ブース
環境活動団体や大学、企業の取組みなどを

間近で体験！（10：00～17：30）

名水の「訳」を
解き明かす!?

事前参加申込、PR動画は
こちらの特設サイトから

名水サミットinはだの  
第39回全国水環境保全市町村連絡協議会全国大会

入場無料
当日参加可
途中入退場可
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●�「丹沢の杜、名水のまち」の魅力を全国へ
第１回はだのブランド認証品決定！

［合同会社andWAY] 
●komeama plain（甘酒）
　秦野の名水と生の麹、選び抜い
たお米で作り上げた甘酒。加熱処
理しないことで酵素や栄養素をそ
のまま摂取できる。

［秦野市上下水道局] 
●おいしい秦野の水―丹沢の雫―
　丹沢の山々から長い年月をかけ
てじっくりと染み込み蓄えられた豊
富な地下水をボトリングした商品。

［わさびや茶園] 
●丹沢ゴッド・オブ・マウンテン（和紅茶）
　全国的に希少となった在来種を、
丹沢産地の麓で育んだ逸品。明るい
紅色でほのかな甘みが特徴。

はだのブランド推進協議会事務局
（秦野市役所はだの魅力づくり推進課・秦野商工会議
所地域産業振興課）

　魅力あるモノ、コト、ヒトに溢れる秦野のまちをブラ
ンド化するため、新たなコンセプトである「丹沢の杜、
名水のまち」を体現する優れた商品、サービスを認証す
る「はだのブランド」制度。今回専門家による厳しい審
査にクリアした６品を紹介します。
[株式会社　川上商会] 
●欧風　猪肉・鹿肉入りソーセージ
　丹沢近郊で捕獲した里山の恵み
を上手く調理した商品。ホテル出身
者の監修のもと、粗びき肉の食感と
香り高いスパイスが調和した逸品。
[有限会社そば処丹沢そば石庄]
●あしながきのこ蕎麦
　丹沢山麓で秋に自生する「あし
ながきのこ」と、そばの実栽培か
ら製粉・製造まで、自社で一貫し
て行うこだわりの蕎麦は、ここで
しか食べられない逸品。

［丹沢MON合同会社] 
●丹沢MONクロモジ・アロマウォーター
　丹沢の森に自生するクロモジを、深
山の清らかな湧水で水蒸気蒸留した
100％天然成分のアロマウォーター。

新たなスキルや技術取得を目指す!!新たなスキルや技術取得を目指す!!
スキルアップセミナーのご案内スキルアップセミナーのご案内

■受講料　２日間コースは、2,000円
４日間コースは、4,000円

■主　催　�県立西部総合職業技術校（かなテクカレッジ西部）
〒257-0045　秦野市桜町2-1-3　
☎ 0463-80-3004

　令和７年度のセミナーメニューをホームページでご案
内中です!!
⃝�仕事のスキルを高めたい、新たな技術を身につけたい
⃝�社員のスキルアップをはかりたい
⃝�リスキリングで職域を広げたい
⃝�ご要望に応じて開催する、オーダーメイド型も設定

※詳細は、ホームページで確認してください。
※�講座は、応募状況、荒天の影響等により、中止になる

場合があります。また定員・実施日・開催時間の変更
あるいは実施時間を延長、短縮する場合があります。

※�不明な点は、電話にてお問い合わせください。

各コースの期間に
よって異なります（ （

●地域別最低賃金
　最低賃金の件名　　神奈川県最低賃金
　発　　効　　日　　令和７年10月４日
　１時間　１,225円（63円引き上げ）
●適用
　�常用・臨時・パート・アルバイト等の雇用形態や呼称
の如何を問わず、県内の事業場で働くすべての労働者
とその使用者に適用されます。

●�次の賃金は最低賃金の対象となる賃金に含まれません。
　①精皆勤手当、通勤手当、家族手当
　②臨時に支払われる賃金
　③１か月を超える期間ごとに支払われる賃金
　④時間外、休日労働に対する賃金、深夜割増賃金
【問合せ】
　神奈川労働局 労働基準部 賃金室
　☎ 045-211-7354

神奈川県最低賃金改正のお知らせ

新しい「はだのブランド」の
ロゴマークです。
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秦野商工会議所事業カレンダー
お気軽にご相談
ください。　　☎0463-81-1355

令和７年10月
22日㈬ 知財相談

23日㈭ DX・IT活用相談

28日㈫
29日㈬ 第７回秦野ちょい呑みフェスティバル

31日㈮ 第10回はだのOMOTANコイングルメ
フェスティバル　終了

令和７年11月
13日㈭ 「一日公庫」融資相談会

14日㈮ 受発注相談

26日㈬ 知財相談

27日㈭ DX・IT活用相談

【表紙の写真】弘法山公園
市街地に近い低山だが、権現山山頂の展望台から
は市街地と富士山が一望でき、市内屈指のビュー
ポイントとなっている。

【アクセス】小田急線秦野駅よりバスと徒歩で約30分

専門指導のご案内
令和７年11月１日～11月30日

▪「一日公庫」融資相談会
11月13日（木）（10：30～15：30）〔要予約〕
㈱日本政策金融公庫小田原支店

▪受発注相談
11月14日（金）（13：30～15：00）〔要予約〕
公益財団法人神奈川産業振興センター職員
＊当センターは、小規模企業者等設備貸与事
　業（割賦販売・リース）も行っております。
▪法律相談

11月19日（水）（13：30～15：00）
秦野法律事務所〔11月12日（水）までに要予約〕
▪知財相談　

11月26日（水）（13：00～15：00）〔要予約〕
神奈川県知財総合支援窓口
▪DX・IT活用相談

11月27日（木）（13：30～16：30）〔要予約〕
NPO法人日本技術マネジメント協会

※�経営課題・税務等に関する指導をご希望の
方は、事前に地域産業振興課（☎81-1355）
にご連絡ください。�


